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六
月
二
十
一
日（
金
）午
後
二
時
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
定
時
総
会
が
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、会
員
二
百
七
十
一
名
の
参
加（
他
委
任
状
三
百
六

十
六
名
）を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
理
事
の
司
会
で
定
刻
ど
お
り
に
始
ま
り
、瀬
﨑
会
長
か
ら
、今
後
高
齢
化
の
度

合
い
は
一
層
高
ま
り
、高
齢
期
に
お
け
る
仕
事
や
社
会
参
加
、生
き
が
い
あ
る
生
活
の
あ

り
方
な
ど
ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
と
な
る
中
で
、当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
し
っ
か
り
踏
ま

え
、会
員
の
皆
様
と
共
に
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
旨
の
強
い
決
意
が
示

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、議
案
と
し
て
提
出
し
た
平
成
二
十
四
年
度
決
算
報
告
の
ほ
か
役
員

の
選
任
案
に
つ
い
て
、ご
審
議
の
上
ご
了
承
を
お
願
い
し
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

続
い
て
吉
住
区
長（
名
誉
会
長
）代
理
の
中
沢
福
祉
部
長
か
ら
、セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
福

祉
の
増
進
や
区
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、区
と
し
て
も

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
以
来
、台
東
区
を
訪
れ
る
観
光
客
も
大
変
多
く
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
機
に
台
東
区
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
、東
京
を
代
表
す
る
国
際
観
光
エ
リ
ア
と
し
て

世
界
に
発
信
し
て
参
り
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、瀬
﨑
会
長
か
ら
会
員
１
０
年
表
彰
と
役
員
表
彰
の
授
与
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
台
東
区
議
会
議
長
代
理
の
石
川
義
弘
副
議
長
か
ら
は
、働
く
意
欲
と
能
力
を

持
っ
た
高
齢
者
が
、雇
用
や
就
業
の
場
を
得
る
こ
と
は
、生
き
が
い
や
社
会
参
加
に
お
い

て
大
切
で
あ
り
、同
時
に
、社
会
全
体
の
活
力
を
維
持
す
る
上
で
大
変
重
要
と
の
ご
指
摘

が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、会
員
皆
様
方
が
、長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
積
極
的
に
地

域
の
中
で
生
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
、こ
れ
か
ら
の
社
会
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
姿

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、東
久
仁
子
区
議
会
保
健
福
祉
委
員
長
、中
沢
陽
一
福
祉
部
長
、梶
靖
彦
高
齢
福

祉
課
長
の
紹
介
の
後
、来
賓
の
方
々
は
退
席
さ
れ
、瀬
﨑
仮
議
長（
会
長
）の
開
会
宣
言
、資

格
審
査
の
後
、辻
理
事
を
議
長
と
し
て
選
任
の
後
、議
事
が
つ
つ
が
な
く
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

審
議
さ
れ
た
議
案
は
、次
の
通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

第
一
号
議
案　

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

各
議
案
と
も
、満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
報
告
が
な
さ
れ
、満
場
一
致
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

定時総会開催平成25年度 定時総会開催平成25年度



　
野
田
沢
新
会
長

　

六
月
の
定
時
総
会
を
経
て
、
台
東
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
会
長
に
就
任
し
た
野
田
沢
で
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
高
齢
者
が
就
業
を
通

し
て
社
会
参
加
を
行
い
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
の
方
々
も
六
十
五
歳
前
後

に
な
り
、
益
々
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
会
員
の

方
の
希
望
す
る
就
業
機
会
を
確
保
し
、
皆
様
と
と
も

に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
発
展
、
充
実
に
努
め
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
野
田
沢
新
会
長
の
経
歴
〉
昨
年
十
月
ま
で
台
東
区
教

育
長
を
二
期
八
年
勤
め
ら
れ
、
現
在
、
台
東
区
社
会

福
祉
事
業
団
副
理
事
長
で
も
あ
り
ま
す
。

　
表
彰
者
名
簿

　

定
時
総
会
の
席
上
で
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
会
員
表
彰
（
10
年
）　

柿
沼
昇
さ
ん
、
市
村
嘉
彦
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

山
本
良
作
さ
ん
、
西
澤
紀
男
さ
ん
、
鶴
田
喜
美
子
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

寺
尾
モ
ン
さ
ん
、
國
島
勇
さ
ん
、
早
坂
三
雄
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

川
村
昌
子
さ
ん
、
竹
内
滉
さ
ん
、
植
竹
紀
行
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

沼
田
ス
ミ
エ
さ
ん
、飯
塚
悦
子
さ
ん
、松
崎
加
代
子
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

黒
主
義
一
さ
ん
、
中
島
利
男
さ
ん
、
市
村
テ
ル
子
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

宮
﨑
俊
光
さ
ん
、
佐
々
木
公
明
さ
ん
、
大
金
須
賀
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

村
山
肇
さ
ん
、
髙
野
守
さ
ん
、
小
貫
裕
志
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

青
田
実
さ
ん
、
藤
井
満
男
さ
ん
、
飯
塚
澄
子
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

望
月
千
登
子
さ
ん
、
加
藤
英
一
さ
ん
、
黒
澤
保
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

並
木
宏
彰
さ
ん
、
面
谷
哲
亨
さ
ん
、
吉
良
ゆ
り
子
さ
ん
、

　
　
　
　
　

 

柴
田
和
彦
さ
ん　

以
上
33
名

・
役
員
表
彰
（
退　

任
）　

副
会
長　

山
崎
倭
男　

さ
ん　

第
一
回
理
事
会（平

成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日
開
催
）

　

審
議
事
項

　
（
１
）会
員
の
入
退
会
に
つ
い
て

　
（
２
）安
全
管
理
委
員
会
設
置
規
程
の
改
正
と
二
十

　
　
　

五
・
二
十
六
年
度
安
全
管
理
委
員
に
つ
い
て

　
（
３
）相
談
役
の
選
任
に
つ
い
て

　

報
告
事
項

　
（
１
）平
成
二
十
五
年
三
月
分
の
事
業
実
施
状
況
に

　
　
　

つ
い
て

　
（
２
）松
本
監
事
の
辞
任
に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会（平

成
二
十
五
年
五
月
二
十
一
日
開
催
）

　

審
議
事
項

　
（
１
）会
員
の
入
退
会
に
つ
い
て

　
（
２
）平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
（
３
）平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

　
（
４
）定
時
総
会
次
第
と
役
割
分
担
に
つ
い
て

　
（
５
）定
時
総
会
の
記
念
品
に
つ
い
て

　
（
６
）特
別
会
員
の
推
薦
及
び
承
認
に
つ
い
て

　
（
７
）役
員
の
選
任（
理
事
・
監
事
候
補
者
）に
つ
い
て

　
（
８
）議
決
権
の
代
理
行
使（
委
任
状
）に
つ
い
て

　

報
告
事
項

　
（
１
）監
査
報
告
に
つ
い
て

　
（
２
）平
成
二
十
五
年
四
月
分
の
事
業
実
施
状
況
に

　
　
　

つ
い
て

　
（
３
）会
員
の
表
彰
に
つ
い
て

第
三
回
理
事
会（

平
成
二
十
五
年
六
月
十
一
日
開
催
）

　

協
議
事
項

　
（
１
）総
会
の
運
営
に
つ
い
て

　
（
２
）受
付
の
業
務
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会（

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
一
日
開
催
）

　

審
議
事
項

　
（
１
）会
長
、副
会
長
、常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
（
２
）会
員
の
入
退
会
に
つ
い
て

　
（
３
）理
事
会
専
門
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て

　
（
４
）相
談
役
の
選
任
に
つ
い
て

2

理
事
会
だ
よ
り

新
会
長
の
紹
介

委
員
会
だ
よ
り

第
一
回
総
務
・
広
報
委
員
会

（
平
成
二
十
五
年
五
月
十
三
日
開
催
）

　
（
１
）定
時
総
会
の
運
営
担
当
に
つ
い
て

　
（
２
）定
時
総
会
の
記
念
品
に
つ
い
て

第
二
回
総
務
・
広
報
委
員
会

（
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日
開
催
）

　
（
１
）セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
七
月
号
の
発
行
に
つ
い
て

第
一
回
安
全
管
理
委
員
会

（
平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
七
日
開
催
）

　
（
１
）平
成
二
十
四
年
度
安
全
就
業
計
画
の
実
施
状  

　
　
　

況
に
つ
い
て

　
（
２
）平
成
二
十
四
年
度
安
全
対
策
推
進
員
の
巡
回

　
　
　

指
導
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
（
３
）平
成
二
十
五
年
度
安
全
就
業
計
画
に
つ
い
て

副会長　山崎倭男さん　



　
事
業
概
要

　

平
成
24
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、
基
本
方

針
及
び
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
事
業
の
普
及
啓

発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
毛
筆
筆
耕
、

パ
ソ
コ
ン
、
折
り
紙
の
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
活

動
の
幅
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
法
人
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
二
年

目
を
迎
え
、
会
員
の
知
識
及
び
経
験
を
活
か
せ
る
就

業
並
び
に
社
会
奉
仕
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
と
い
う
シ
ル
バ
ー
事
業
の

理
念
の
も
と
、
働
く
意
欲
を
持
っ
た
健
康
な
高
齢
者

が
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
実
績
は
、
年
度
末
の
会
員
数
９
７
４
人
、
年

間
就
業
６
３
．
２
％
、
受
託
件
数
（
月
延
）
２
，
４

０
７
件
、
就
業
延
人
員
６
９
，
９
７
２
人
、
配
分
金

支
給
額
で
２
６
４
，
８
４
７
千
円
、
年
間
契
約
金
額

２
８
１
，
５
８
６
千
円
で
し
た
。

　

前
年
度
の
実
績
と
比
べ
る
と
、
各
指
標
と
も
に
実

績
を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
（
平
成
23
年
度
収
支
決
算　

別
紙
の
と
お
り
）

　

 
平
成
25
年
度
定
時
総
会
及
び
臨
時
理
事
会
に
お
い

て
、新
役
員
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

役
職　
　

氏　

名　
　
　

適　

用

理
事　

野
田
沢
忠
治　

新
任（
会　

長
）

理
事　

佐
伯　

正
則　

再
任（
副
会
長
）

理
事　

石
森　
　

弘　

再
任

理
事　

佐
々
木
良
子　

再
任

理
事　

河
野
テ
ル
子　

再
任

理
事　

辻　
　

義
興　

再
任

理
事　

増
村　

賢
二　

再
任

理
事　

金
子　

時
男　

再
任

理
事　

中
村　

康
雄　

新
任

理
事　

新
島　

一
夫　

再
任（
常
務
理
事
）

監
事　

鈴
木　

隆
幸　

監
事　

梶　
　

靖
彦　

新
任

　

※

任
期
は
理
事
二
年
、監
事
四
年
で
す
。な
お
、前
会

長
瀬
﨑
氏
と
前
副
会
長
山
崎
氏
は
定
時
総
会
を
も
っ

て
理
事
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。長
い
間
お
疲
れ
様
で
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3

新
役
員
体
制
の
紹
介

会
員
を
希
望
さ
れ
る
方
は

平
成
二
十
四
年
度
決
算

平成24年度収支決算

経常収益　　　　　　　　

　受託事業収益　　　　　

　独自事業収益

　受取会費

　受取補助金等

　受取負担金収益

　特定資産運用益

　雑収益

経常費用 

　事業費 

　管理費 

当期経常増減額 

　当期一般正味財産増減額

　一般正味財産期首残高

　一般正味財産期末残高  

344,029,890 円

278,592,782 円

1,551,452 円

695,325 円

61,486,025 円

544,000 円

3,592 円

1,147,714 円

343,604,086 円

343,604,086 円

0 円

416,804 円

416,804 円

33,188,229 円

33,605,033 円

7,777,201 円

1,437,313 円

4,548 円

231,775 円

6,042,892 円

0 円

266 円

60,407 円

7,777,201 円

0 円

7,777,201 円

0 円

0 円

3,047,182 円

3,047,182 円

351,798,001 円

280,030,095 円

1,556,000 円

927,100 円

67,528,917 円

544,000 円

3,858 円

1,208,121 円

351,381,287 円

343,604,086 円

7,777,201 円

416,804 円

416,804 円

36,235,411 円

36,652,215 円

科　　目 公益目的事業会計 法人会計 計

○
区
内
在
住
で
原
則
六
十
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

　

欲
の
あ
る
方

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
方

○
入
会
の
説
明
を
受
け
（
毎
月
第
三
木
曜
日
入
会
説

　

明
会
開
催
）、
入
会
申
込
書
を
提
出
し
た
方
（
理
事

　

会
の
入
会
承
認
が
必
要
）

○
定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
さ
れ
た
方

※

仕
事
中
や
仕
事
先
へ
の
往
復
時
に
怪
我
を
し
た
場
合
は
、
シ
ル

バ
ー
団
体
傷
害
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

七
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す

　

東
京
し
ご
と
財
団
で
は
、
本
年
度
も
七
月
を
安
全

就
業
強
化
月
間
と
し
て
様
々
な
安
全
対
策
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
六
月
二
十
七
日
に
安

全
管
理
委
員
会
を
開
催
し
、
二
十
五
年
度
の
安
全
就

業
計
画
や
、
七
月
か
ら
来
年
二
月
ま
で
の
安
全
支
援

員
に
よ
る
就
業
場
所
の
巡
回
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
都
下
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
発
生
傷
害
事
故
は
五
百
五
十
五
件
で
、
主
な

傾
向
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
１
）
就
業
中
の
傷
害
事
故
は
三
百
六
十
四
件
で
前
年 

　

度
よ
り
も
七
件
増
加
（
前
年
度
比
１
．
９
６
％
増
）

　

と
な
り
ま
し
た
。事
故
を
原
因
別
に
み
る
と「
転
倒
」

　

が
最
も
多
く
百
十
七
件
発
生
し
ま
し
た
。
次
い
で

　
「
墜
落
・
転
落
」
が
六
十
八
件
、「
有
害
物
等
と
の

　

接
触
が
四
十
九
件
と
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
向

　

は
前
年
度
と
同
様
で
す
。

（
２
）
就
業
途
上
の
傷
害
事
故
は
百
八
十
一
件
で
、
前

　

年
度
よ
り
も
十
件
減
少（
前
年
度
比
５
．７
３
％
減
）

　

と
な
り
ま
し
た
。
交
通
手
段
別
に
み
る
と
例
年
と

　

同
様
、
依
然
と
し
て
自
転
車
利
用
時
の
事
故
が
百

　

二
十
三
件
で
圧
倒
的
に
多
く
、
就
業
途
上
事
故
の

　

６
７
．
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
事
故
の
件
数
自

　

体
は
前
年
度
比
６
．
８
１
％
減
少
し
ま
し
た
。

（
３
）
重
篤
事
故

　

死
亡
事
故
が
四
件
発
生
し
ま
し
た
。（
前
年
度
は
二
件
）

　

以
上
の
よ
う
に
数
多
く
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

○
台
東
区
の
事
故
発
生
（
入
院
三
十
日
以
上
）
は
、　

　

次
の
二
件
で
す
。

　

①
就
業
中
、
階
段
で
誤
っ
て
左
足
を
滑
ら
せ
転
倒

　
　

し
骨
折
、
三
十
日
入
院

　

②
就
業
先
か
ら
帰
宅
中
、
信
号
機
の
無
い
交
差
点  

　

で
す
れ
違
い
様
転
倒
し
左
手
骨
折
、
三
十
三
日
入
院

○
健
康
に
は
常
に
注
意
し
て
無
理
せ
ず
安
全
就
業
を

　

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
就
業
場
所
へ
の
交
通
手
段
と

　

し
て
の
自
転
車
の
利
用
に
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

　

り
、
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。



 
平
成
二
十
五
年
度
安
全
就
業
標
語

　

最
優
秀
作
品

「
慣
れ
る
ほ
ど
　
初
心
に
返
れ
　
そ
の
仕
事
」

「
ま
ず
止
ま
り
　
譲
る
ゆ
と
り
に
　
事
故
は
な
し
」

投
稿
写
真

折
り
紙
塾
が
開
か
れ
ま
し
た

　

五
月
二
十
八
日（
火
）、午
前

十
時
よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
折

り
紙
の
講
習
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。当
日
の
テ
ー
マ
は
、花

の
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
で
し
た
。楽

し
く
折
り
紙
の
技
術
を
勉
強

し
て
い
ま
す
。

　

六
月
十
一
日（
火
）、小
島
社
会
教
育
館
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、午
前
十
時
よ
り「
法
人
名
、住
所
を
書
く
」を

テ
ー
マ
に
毛
筆
筆
耕
の
講
習

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。名
川

講
師
の
も
と
熱
心
に
勉
強
し

ま
し
た
。会
員
を
対
象
と
し

た
毛
筆
筆
耕
講
習
会
に
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
せ
〉シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

　

六
月
十
三
日（
木
）午
後
一

時
三
十
分
、特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
浅
草
五
階
、あ
さ
く
さ

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
折
り
紙
塾
が
開
か
れ

ま
し
た
。七
名
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
方
々

（
宮
沢
満
里
子
リ
ー
ダ
ー
、松

下
晃
子
さ
ん
、池
田
美
子
さ

ん
、北
原
美
幸
さ
ん
、大
出
秀
子
さ
ん
、鈴
木
清
美
さ

ん
、小
尾
加
容
子
さ
ん
）が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
折
り
紙
を
折
り
ま
し
た
。優

し
さ
と
い
た
わ
り
を
感
じ
る
折
り
紙
塾
で
し
た
。

　

五
月
二
十
二
日（
水
）、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

に
お
い
て
、十
時
よ
り
川
柳
教

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。講
師
は

内
田
博
柳（
台
東
川
柳
人
連
盟

理
事
長
）さ
ん
で
す
。五
七
五

に
自
分
の
気
持
ち
を
ど
の
よ
う

に
表
現
し
た
ら
よ
い
か
、な
ご

や
か
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

〈
お
問
い
合
せ
〉シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

パ
ソ
コ
ン
講
座
は
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。七
月
は
①
エ

ク
セ
ル
初
級
講
座
、②
写
真
の

整
理
と
印
刷
で
す
。詳
し
く
は

「
広
報
た
い
と
う
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

石
森
弘
さ
ん
撮
影

パ
ソ
コ
ン
講
座

毛
筆
筆
耕
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た

川
柳
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た

上野公園東照宮のボタン

上野竹の台広場　さつきフェスティバル大髙次長

事
務
局
職
員
の
異
動

未
就
業
会
員
の
方
へ

　

四
月
一
日
付
け
の
人
事
異

動
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

谷
中
施
設
長
を
勤
め
ら
れ
た

大
髙
和
明
さ
ん
が
事
務
局
次

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
前
任
の
岩
仲

清
事
務
局
次
長
は
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
に
シ
ル
バ
ー
パ
ス
交
付
事
務
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員
は
約
四
十
名
で
、
お
一
人
六
日
程
度
の
就

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
の
期
限
は
、
七

月
三
十
日
（
火
）
で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

説
明
会
（
八
月
十
四
日
（
水
））
の
参
加
が
必
要
で
す
。

な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
は
事
務
局
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

　
　
　
　
要
望
・
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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